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1. は じ め に

実際の地盤上に構築された鉄骨造骨組の地震応答性状

に関する実証的データを得る目的で,東京大学生産技術

研究所 ･千葉実験所内に設置された鉄骨造弱小構造物模

型 (鉄骨 Ⅰ,鉄骨ⅠⅠの両模型)を利用して,自然地震に

対する応答観測を実行している.1)

昭和58年8月に本格的な観測体制に入って以来,模型

の応答が弾性に留まる範囲内ではあるが,合計20回以上

にのぼる観測を経験した.

また,屋外に設置された鉄骨ⅠⅠ模型とほぼ同一仕様の
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図1 鉄骨Ⅰ模型の形状･寸法
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図2 鉄骨ⅠⅠ模型の形状･寸法
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耐震要素を使用した骨組模型 (鉄骨HI模型)を実験室内

に設置して電算機一試験機オンラインシステムによる擬

似動的な地震応答実験を行い,鉄骨ⅠⅠ模型の上部構造部

分の力学的挙動を明らかにするための資料を得た.

本報告では,自然地震に対する応答観測結果の一例を

紹介するとともに,実験室内の鉄骨HI模型に対する地震

応答実験の概要を速報する.

2. 鉄骨造弱小構造物模型の観測体制

各鉄骨造弱小構造物模型の概要および設計に関して

は,前報l)で詳述したので,本報告では各模型の形状･寸

法 (図1,図2)および主要な諸元 (表1)を再掲するに留

める.各模型の設計条件を要約すると以下のようになる.

鉄骨Ⅰ:純ラーメン構造.最大加速度80cm/seC2に対し

て十分弾性範囲に留まる.

表1 鉄骨Ⅰ,ⅠⅠ模型の諸元

鉄 骨 Ⅰ

階 2 3 -R

床重量(t) 12.6 12.8 12こ6

C1 H-125×125×6.5×9
(H-126×125×6.3×8.7)

C1 H-200×100×5.5×8

設 計ベースシャ係数 柱弱軸方向 柱強軸方向0.2 0.43

鉄 骨 Ⅱ

階 2 3 R

床重量(t) 17.~6 17.9 17.9

C2 H-100×50×5×7
(H-101×50.5×5.0×6.75)

C2 H-250×75×6×6

良 PL-6×10

設 計ベースシャ係数 l柱弱軸方向 柱強軸方向

()内実測値
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